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臼
井
勝
美
著

．
日
本
と
中
国
－
大
正
時
代
』

　
著
者
は
、
元
外
務
省
外
交
文
書
室
（
現
在
は
外
務
省
外
交
史
料
館
）
に
在
つ
て

長
年
に
亙
り
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
に
携
わ
り
、
時
折
り
発
表
さ
れ
る
根

本
史
料
に
基
づ
い
た
手
が
た
い
日
中
関
係
史
研
究
は
、
学
界
で
も
か
ね
て
か
ら

定
評
が
あ
つ
た
。
著
者
は
や
が
て
、
職
場
を
外
務
省
か
ら
大
学
へ
移
さ
れ
、
電

気
通
信
大
学
を
へ
て
現
在
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授
の
要
職
に
あ
る
．
こ
の
間

主
な
研
究
業
績
と
し
て
は
、
『
日
中
戦
争
ー
和
平
か
戦
線
拡
大
か
ー
』
（
中
公
新

書
）
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
）
、
『
目
中
外
交
史
ー
北
伐
の
時
代
1
』
（
塙
新

書
）
（
塙
書
房
、
一
九
七
一
年
）
が
あ
る
が
、
『
目
中
戦
争
』
は
、
一
九
三
一
年
（
満

州
事
変
）
か
ら
四
五
年
（
日
本
の
敗
戦
）
ま
で
の
日
中
戦
争
時
期
の
日
中
関
係
を

扱
つ
て
お
り
、
ま
た
『
日
中
外
交
史
』
は
一
九
二
六
年
か
ら
二
八
年
に
い
た
る

中
国
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
戦
争
時
期
の
日
中
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
．
本
書
は
、
『
日
中
外
交
史
』
に
直
接
つ
な
が
る
一
九
一
一
年
（
辛
亥
革
命
）

　
　
　
紹
介
と
批
評

か
ら
二
五
年
（
郭
松
齢
事
件
）
ま
で
の
大
正
期
の
日
中
関
係
を
詳
細
に
分
析
し

た
実
証
的
な
研
究
書
で
あ
り
、
本
書
の
刊
行
に
よ
つ
て
、
著
者
の
日
中
関
係
史

研
究
は
、
大
正
初
期
（
中
国
側
か
ら
い
え
ば
辛
亥
革
命
期
）
か
ら
昭
和
の
日
中
戦

争
期
ま
で
の
約
三
四
年
間
を
一
九
二
九
年
か
ら
三
一
年
八
月
ま
で
の
期
間
を
除

い
て
ほ
ぽ
網
羅
す
る
こ
と
に
な
つ
た
．
な
お
著
者
の
日
中
関
係
を
一
〇
〇
年
に

わ
た
つ
て
鳥
か
ん
し
た
も
の
に
「
日
本
と
中
国
ー
そ
の
一
〇
〇
年
」
（
講
座
中
国

第
四
巻
『
日
本
と
中
国
』
所
収
）
が
あ
る
。

二

　
ま
ず
本
書
の
構
成
を
目
次
に
よ
つ
て
示
し
、

た
い
。第

一
章

　
　
一

　
　
二

　
　
三

第
二
章

　
　
一

　
　
二

　
　
三

第
三
章

　
　
一

　
　
二

第
一
章

順
次
内
容
を
紹
介
し
て
行
き

辛
亥
革
命
よ
り
衰
世
凱
の
没
落
ま
で

辛
亥
革
命
・
第
一
革
命
・
第
二
革
命
を
め
ぐ
つ
て

第
一
次
大
戦
と
二
一
箇
条
要
求

衰
世
凱
の
没
落

五
四
前
後

段
棋
瑞
援
助
に
っ
い
て

パ
リ
講
和
会
議
と
五
四
事
件

ワ
シ
ソ
ト
ソ
会
議
へ
の
道
程

不
平
等
条
約
の
打
破
へ

五
・
三
〇
事
件
に
つ
い
て

関
税
自
主
権
回
復
へ
の
道

「
一
　
辛
亥
革
命
・
第
一
革
命
・
第
二
革
命
を
め
ぐ
つ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　

（
一
〇
〇
七
）

は
．
辛



　
　
　
紹
介
と
批
評

亥
革
命
の
推
移
の
中
で
、
日
本
が
い
か
に
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
か
が
描

か
れ
る
．
清
朝
お
よ
び
革
命
軍
に
対
す
る
武
器
供
与
を
め
ぐ
る
問
題
立
憲
君

主
政
体
か
、
共
和
政
体
か
を
め
ぐ
る
政
体
問
題
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
イ
ギ

リ
ス
と
競
合
す
る
華
中
利
権
へ
の
関
心
、
満
州
問
題
と
の
関
連
、
対
清
四
国
借

款
団
へ
の
参
加
問
題
が
第
一
革
命
へ
の
目
本
の
具
体
的
対
応
の
ケ
ー
ス
と
し

て
詳
述
さ
れ
る
．
第
二
革
命
に
つ
い
て
は
、
目
本
軍
人
．
日
本
人
居
留
民
を
め

ぐ
つ
て
政
府
軍
と
の
間
に
行
わ
れ
た
軋
蝶
、
い
わ
ゆ
る
漢
口
、
発
州
・
南
京
三

事
件
へ
の
対
応
、
革
命
に
敗
れ
た
孫
文
、
黄
興
ら
の
日
本
亡
命
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
辛
亥
革
命
に
際
し
て
日
本
政
府
は
清
国
の
共
和
制
へ
の
移
行
が
目

本
国
内
に
影
響
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
、
列
強
と
く

に
イ
ギ
リ
ス
に
共
同
干
渉
を
提
議
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
中
国
民
心
の
動
向
を

察
し
て
共
和
制
樹
立
を
支
持
す
る
方
向
へ
動
き
、
ま
た
政
権
獲
得
を
目
ざ
す
哀

世
凱
の
老
か
い
な
術
数
に
陥
つ
て
、
目
本
が
中
国
政
体
を
思
う
方
向
に
持
つ
て

い
け
な
か
つ
た
過
程
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
目
本
の
対
応

の
差
は
、
現
地
出
先
機
関
の
情
勢
分
析
の
差
と
、
日
本
内
部
に
お
け
る
山
県
有

朋
を
は
じ
め
と
す
る
元
老
の
圧
力
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
「
二
　
第
一
次
大
戦
と
二
一
箇
条
要
求
」
で
は
、
第
一
次
大
戦
勃
発
後
の
日

本
の
参
戦
に
よ
る
山
東
上
陸
・
中
立
侵
犯
問
題
と
一
二
箇
条
問
題
を
中
心
に
記

述
が
な
さ
れ
て
い
る
．
大
戦
勃
発
と
日
本
の
対
英
交
渉
、
対
独
参
戦
へ
の
過

程
、
山
東
占
領
の
経
緯
、
ま
た
一
二
ヵ
条
要
求
に
つ
い
て
は
、
要
求
が
い
か
に

し
て
作
成
さ
れ
て
い
つ
た
の
か
、
日
中
間
の
交
渉
経
過
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

す
る
列
強
の
動
き
、
さ
ら
に
日
中
両
国
の
民
衆
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
．
当
時
日
本
に
お
い
て
。
進
歩
的
知
識
人
μ
の
代
表
で
あ
つ
た
吉
野
作
造
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
一
〇
〇
八
）

さ
え
、
二
一
ヵ
条
要
求
に
対
し
て
決
し
て
批
判
的
で
な
か
つ
た
こ
と
が
『
中
央

公
論
』
の
論
説
を
引
用
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
．

　
「
三
　
衰
世
凱
の
没
落
」
で
は
、
衰
世
凱
の
帝
制
運
動
に
対
し
、
大
隈
内
閣

は
は
じ
め
好
意
的
で
あ
つ
た
が
、
中
国
国
内
の
反
対
の
動
き
に
、
中
国
内
政
の

問
題
で
あ
る
か
ら
関
与
し
な
い
と
の
態
度
か
ら
、
遂
に
帝
制
実
施
の
中
止
を
勧

告
す
る
に
い
た
る
そ
の
過
程
を
跡
付
け
て
い
る
．
日
本
が
、
原
則
と
し
て
は
賛

成
で
あ
つ
た
帝
制
に
反
対
す
る
に
い
た
つ
た
の
は
嚢
打
倒
の
た
め
で
あ
り
、
日

本
の
閣
議
が
隣
国
の
大
総
統
打
倒
の
方
針
を
決
定
し
た
の
は
前
後
に
類
を
見
な

い
こ
と
で
あ
つ
た
．
衰
は
帝
制
を
延
期
し
て
悶
死
す
る
が
、
例
の
西
原
借
款
で

後
に
著
名
に
な
つ
た
西
原
亀
三
は
、
衰
の
死
を
「
吾
外
交
の
殆
ど
行
詰
の
現
状

に
於
て
此
事
あ
り
．
天
佑
と
申
可
哉
」
と
そ
の
日
記
に
誌
し
た
．

　
第
二
章
で
は
、
衰
死
後
の
混
沌
と
し
た
中
国
の
政
局
に
目
本
が
ど
う
対
処
し

よ
う
と
し
た
か
を
、
い
わ
ゆ
る
援
段
政
策
が
は
じ
ま
る
一
九
一
七
年
初
頭
か
ら
、

五
四
運
動
を
へ
て
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
会
議
直
前
ま
で
が
扱
わ
れ
る
．

　
「
一
　
段
棋
瑞
援
助
に
つ
い
て
」
は
、
寺
内
内
閣
が
大
隈
内
閣
の
対
中
政
策

へ
の
批
判
と
し
て
、
中
国
に
対
す
る
内
政
不
関
与
、
特
定
の
党
派
へ
の
不
支
持

の
原
則
を
褐
げ
る
が
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
国
の
疲
弊
は
中
国

に
お
け
る
日
本
の
発
言
力
を
上
昇
さ
せ
、
西
原
亀
三
の
登
場
に
よ
つ
て
、
寺
内

首
相
H
勝
田
蔵
相
U
西
原
の
ラ
イ
ン
で
よ
り
一
層
の
発
言
力
の
上
昇
を
求
め
て

段
棋
瑞
に
対
す
る
大
規
模
な
借
款
政
策
が
実
施
に
移
さ
れ
る
。
第
一
次
大
戦
参

加
、
張
勲
の
復
辟
、
目
中
軍
事
協
定
締
結
な
ど
の
問
題
が
西
原
借
款
と
と
も
に

こ
こ
で
は
論
じ
ら
れ
る
。

　
「
ニ
　
パ
リ
講
和
会
議
と
五
四
事
件
し
は
、
戦
勝
国
中
国
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ



吟
理
想
主
義
に
対
す
る
期
待
に
燃
え
て
パ
リ
会
議
に
参
加
す
る
が
、
山
東
問
題

で
日
本
と
対
立
し
、
山
東
問
題
の
処
理
を
め
ぐ
る
紛
糾
か
ら
、
五
四
運
動
が
勃

発
す
る
過
程
を
た
ん
念
に
フ
ォ
・
i
し
て
い
る
。
日
本
が
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
な
ど
か
ら
会
議
に
お
け
る
山
東
問
題
へ
の
日
本
支
持
の

確
約
を
と
り
つ
け
、
ま
た
中
国
政
府
が
山
東
処
理
の
公
文
に
「
欣
然
同
意
」
し

て
い
る
こ
と
が
、
中
国
の
要
求
を
困
難
に
し
た
理
由
で
あ
つ
た
が
、
目
本
側
の

周
到
な
布
石
と
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
支
配
す
る
会
議
と
中
国
政
府
の
弱

体
に
憤
激
し
て
立
ち
上
つ
た
学
生
デ
モ
を
中
心
と
す
る
五
四
事
件
の
扱
い
に
し

て
も
、
著
者
は
冷
静
に
筆
を
進
め
て
い
る
。

　
「
三
　
ワ
シ
ソ
ト
ソ
会
議
へ
の
道
程
」
は
、
国
際
連
盟
規
約
一
二
条
が
モ
ン

・
1
・
ド
ク
ト
リ
ソ
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
石
井
・
ラ
ン
シ
ソ

グ
協
定
を
国
際
連
盟
が
認
め
て
い
る
の
だ
と
の
主
張
を
日
本
の
一
部
に
生
み
、

連
盟
規
約
改
正
委
員
の
中
国
代
表
王
寵
恵
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
日
英
口
量
と

並
ん
で
、
連
盟
規
約
二
一
条
、
石
井
、
ラ
ン
シ
ソ
グ
協
定
は
、
列
強
の
中
国
支

配
に
根
拠
を
与
え
る
中
国
の
三
つ
の
恐
る
べ
き
敵
と
し
て
中
国
側
の
激
し
い
反

対
を
生
ん
だ
こ
と
が
描
か
れ
る
．
ワ
シ
ソ
ト
ソ
会
議
開
催
の
理
由
は
、
従
来
軍

縮
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
中
国
の
日
英
同
盟
継
続
反
対
論

が
英
米
に
あ
る
反
対
論
と
結
び
つ
い
た
こ
と
も
有
力
な
理
由
の
一
つ
で
あ
つ
た

こ
と
、
中
国
側
が
山
東
問
題
の
解
決
を
含
め
て
同
会
議
を
日
本
の
ア
ジ
ア
、
モ

ン
・
i
主
義
の
排
除
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
た
と
い
つ
た
指
摘
は
興
味
深
い
．

　
第
三
章
で
は
、
急
激
に
高
ま
る
中
国
の
国
権
回
復
運
動
の
中
で
発
生
し
た

五
・
三
〇
事
件
、
北
京
関
税
特
別
会
議
の
開
催
、
こ
の
会
議
の
最
中
勃
発
し
た

郭
松
齢
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
日
中
関
係
の
視
角
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
．

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
「
一
　
五
・
三
〇
事
件
に
つ
い
て
」
は
、
一
九
二
五
年
の
五
．
三
〇
事
件
に

い
た
る
過
程
を
、
一
九
二
四
年
の
段
棋
瑞
政
権
成
立
か
ら
二
五
年
二
月
に
発
し

た
上
海
の
目
本
紡
績
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
さ
ら
に
四
、
五
月
の
青
島
紡
績
工

場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
五
月
の
上
海
に
お
け
る
ゼ
ネ
．
ス
ト
ま
で
を
、
中
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
北
京
政
府
、
軍
閥
勢
力
、
こ
れ
に
対
す
る
日
英
米
三
国
を
は

じ
め
と
す
る
諸
列
強
の
か
ら
み
合
い
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
．
通
常
中
国
側
の

排
外
の
目
標
は
イ
ギ
リ
ス
に
集
中
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
、
そ

れ
は
北
京
政
府
と
ス
ト
側
が
日
英
二
国
を
同
時
に
敵
と
す
る
こ
と
の
不
利
を
悟

り
目
英
の
離
間
を
狙
つ
た
戦
術
で
、
幣
原
外
相
も
こ
れ
を
利
用
し
て
日
本
の
立

場
を
有
利
に
し
よ
う
と
す
る
一
部
の
動
ぎ
を
憂
慮
し
て
列
国
協
調
を
指
示
し
た

と
指
摘
す
る
。

　
「
二
　
関
税
自
主
権
回
復
へ
の
道
」
は
、
北
京
特
別
関
税
会
議
に
お
い
て
、

中
国
は
列
国
か
ら
関
税
自
主
権
回
復
の
承
認
を
得
、
か
つ
付
加
税
の
増
収
を
期

待
す
る
が
、
日
本
は
列
国
協
調
路
線
を
崩
し
て
ま
で
、
経
済
権
益
を
獲
得
す
る

た
め
付
加
税
を
二
分
五
厘
に
抑
え
、
差
等
税
率
を
自
己
に
有
利
な
よ
う
に
主
張

し
、
正
面
か
ら
対
立
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ソ
ス
な
ど
列
国

の
動
き
が
複
雑
に
交
錯
し
、
結
局
、
二
九
年
一
月
か
ら
中
国
の
関
税
自
主
権
実

施
を
原
則
的
に
承
認
す
る
、
七
種
差
等
税
率
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
み
る
こ

と
が
数
少
な
い
会
議
の
成
果
で
あ
つ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
三
　
郭
松
齢
事
件
は
、
一
九
二
五
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
奉
天
軍

閥
内
部
で
発
生
し
た
張
作
森
に
対
す
る
郭
松
齢
の
反
乱
に
対
し
、
日
本
の
関
東

軍
が
満
州
の
秩
序
混
乱
を
お
そ
れ
て
、
中
央
の
非
干
渉
の
意
見
を
無
視
し
、
強

引
に
干
渉
を
行
つ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
目
本
の
対
応
に
は
、
共
産
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
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一
〇
〇
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

と
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
結
び
付
き
へ
の
恐
怖
、
在
華
経
済
権
益
擁
護
の
た

め
の
不
平
等
条
約
体
制
の
維
持
に
そ
の
主
眼
が
あ
り
、
幣
原
外
交
の
限
界
も
こ

こ
に
在
つ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

三

　
さ
て
、
本
書
の
特
色
は
ど
の
よ
う
な
点
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
は
、
そ
の
視
角
で
あ
ろ
う
．
日
本
の
近
現
代
史
、
こ
と
に
中
国
を
扱
う

場
合
．
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
対
中
国
反
帝
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
つ
た
図
式

で
捉
え
る
行
き
方
が
あ
つ
た
り
、
「
進
歩
」
と
「
反
動
」
、
「
権
力
の
側
」
と

「
人
民
の
側
」
と
い
つ
た
善
悪
二
元
論
的
な
取
り
上
げ
方
が
多
い
中
で
、
本
書

は
「
戦
前
の
目
中
両
国
の
関
係
が
何
故
あ
の
よ
う
な
破
滅
的
な
状
況
に
ま
で
陥

つ
た
の
か
、
そ
れ
を
避
け
る
道
は
ど
こ
に
あ
つ
た
の
か
、
何
度
で
も
繰
り
返
し

問
う
て
ゆ
ぎ
た
い
」
（
あ
と
が
き
）
と
い
う
姿
勢
を
秘
め
な
が
ら
も
、
根
本
史
料

か
ら
政
策
決
定
者
、
政
策
施
行
者
の
考
え
方
と
そ
の
具
体
的
政
策
の
展
開
を

た
ん
た
ん
と
描
く
．
こ
う
し
た
行
き
方
に
対
し
、
マ
ル
キ
ス
ト
の
立
場
か
ら
は

不
満
も
多
く
、
小
川
博
司
氏
に
よ
る
書
評
（
『
歴
史
評
論
』
二
七
三
号
、
一
九
七
三

年
二
月
）
で
も
、
外
交
政
策
は
政
策
に
関
与
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
（
こ
こ
で
い
う
フ

ァ
ク
タ
ー
と
は
、
直
接
的
政
策
執
行
者
に
反
対
さ
れ
る
利
害
を
含
め
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
諸

階
層
、
諸
階
層
の
利
害
と
そ
の
相
互
関
連
の
こ
と
で
あ
る
）
の
相
互
関
連
の
中
で
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
政
策
決

定
者
に
そ
れ
ら
が
凝
縮
さ
れ
る
形
で
出
て
く
る
も
の
を
著
者
は
捉
え
て
い
る
の

で
、
小
川
氏
の
指
摘
す
る
例
え
ば
対
支
非
干
渉
運
動
．
対
目
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
持

つ
影
響
を
考
慮
に
入
れ
よ
う
と
い
う
間
題
な
ど
は
、
著
者
に
と
つ
て
は
エ
ピ
ソ
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ー
ド
、
あ
る
い
は
日
本
の
中
国
に
対
す
る
反
発
、
抵
抗
と
い
う
「
外
在
的
位

置
」
で
十
分
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
．

　
第
二
は
、
史
料
に
関
し
て
で
あ
る
．
著
者
は
も
つ
と
も
馴
れ
て
い
る
『
日
本

外
交
文
書
』
を
中
心
に
、
評
冨
お
切
2
註
農
8
爵
①
吋
。
邑
碧
寄
翼
δ
冨

亀
浮
Φ
¢
三
け
＆
望
暮
＄
U
8
β
目
。
暮
。
9
b
曇
δ
げ
問
o
邑
讐
唱
＆
。
望
と
い

つ
た
米
英
の
外
交
文
書
を
縦
横
に
利
用
し
て
い
る
．
著
者
は
、
第
二
次
史
料
に

よ
る
こ
と
は
極
力
避
け
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
場
合
は
す
で
に
定
評
の
あ
る
王

芸
生
『
六
十
年
来
中
国
与
日
本
』
、
勺
9
霞
9
≦
9
Q
話
暮
卑
壁
一
ロ
魯
区
魯
マ

導
、
お
目
ー
お
ま
と
い
つ
た
も
の
を
注
意
深
く
使
用
し
て
い
る
。
た
だ
本
書

は
、
根
本
史
料
の
み
に
基
づ
く
無
味
乾
燥
な
書
物
で
は
な
い
．
日
本
、
中
国
の

新
聞
、
雑
誌
を
大
幅
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
政
策
決
定
の
外
に
い
た
人

々
が
、
状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
も
描
こ
う
と
し
て
い
る
．
例
え
ば
二
一
ヵ

条
の
と
こ
ろ
で
紹
介
さ
れ
る
吉
野
作
造
の
「
対
支
外
交
観
」
な
ど
は
当
時
の
知

識
人
の
対
応
の
典
型
を
示
し
て
い
て
面
白
い
．

　
し
か
し
．
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
．
本
書
を
含
め
て
、
臼
井
氏
の
著
作

に
は
ま
え
が
き
、
あ
と
が
ぎ
が
な
か
つ
た
り
あ
る
い
は
極
め
て
簡
単
で
、
著
者

の
問
題
関
心
、
な
い
し
分
析
視
角
を
明
示
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
で
あ
る
．
読

者
は
手
が
た
さ
に
加
え
て
、
そ
う
し
た
も
の
を
も
う
少
し
著
者
に
要
求
し
た
い

気
持
ち
に
か
り
た
て
ら
れ
る
．

　
し
か
し
．
本
書
が
目
中
関
係
史
研
究
の
発
展
に
大
ぎ
な
寄
与
を
し
、
そ
の
発

展
の
た
め
の
必
読
文
献
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
七
年
九
月
　
原
書
房
刊
　
二
九
八
ぺ
ー
ジ
）
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